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財政状況 ～本市は全項目で健全化基準をクリアしています～

　財政状況が良好かどうかを示す指標に、財政
健全化判断比率（４分類）と資金不足比率があり
ます。
　国が示すこの指標の判断基準により、市の財
政が▶健全団体▶早期健全化団体（要注意状態）
▶財政再生団体（破たん状態）―のいずれの状態
にあるか、また各会計の経営がどのような状態
になっているのかを判断することができます。

　この指標のうち一つでも基準値以上になった
場合は、それぞれ法で定められた計画の策定を
行い、財政の健全化に向け取り組んでいく必要
があります。
　本市では、基準値を超える項目はなく、財政
状況は健全であると言えますが、今後も引き続
き無駄のない財政運営に努め、一層の財政の健
全化に取り組んでいきます。

区　分 花巻市・３年度
（カッコ内は２年度）

早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 ―  ㌫
（ ―　㌫）　 11.85㌫ 20㌫

連結実質赤字比率 ―  ㌫
（ ―　㌫） 16.85㌫ 30㌫

実質公債費比率 8.3㌫
（8.6㌫） 25㌫ 35㌫

将来負担比率 50.4㌫
（68.5㌫） 350㌫

【財政健全化判断比率】

会計名 花巻市・３年度
（カッコ内は２年度） 経営健全化基準

公設地方卸売市場事業 ― ㌫
（ ― ㌫） 20㌫

【資金不足比率】

注 １…表中、各基準は国が示した数値です
注 ２…赤字額、資金不足がない場合は、「－㌫」で表しています

▲

実質赤字比率／普通会計（一般会計など）の赤字比
率

▲

連結実質赤字比率／市の全ての会計（普通会計・
特別会計・公営企業会計）を含めた赤字比率

▲

実質公
債費比率／市の全ての会計に一部事務組合などの会
計を含めたもので、公債費の財政負担を見るための
比率

▲

将来負担比率／市のすべての会計と一部事務
組合などの会計に第３セクターなどの会計を含めた
もので、普通会計が将来、財政負担する実質的な負
債（借入金残高など）をみるための比率

▲

資金不足比

■地方債（借金）現在高の推移
※一般会計と一般会計以外［下水道事業会計および特別会計（公設地方
　卸売市場事業）］の合計額
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■主な基金（貯金）現在高の推移
※財政調整基金、減債基金、まちづくり基金の合計額
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基金（貯金）および地方債（借金）の状況 ～貯金が増加し借金が減少しました（貯金額：154億円）～

■基金（貯金）について　
　本市には主な基金（貯金）として
▶財政調整基金▶減債基金▶まち
づくり基金ーの３つがあります。
　その主な３つの基金（貯金）の令
和３年度末現在高は、前年度と比
べ、およそ13億円増加し、154億円
となっています。
■地方債（借金）について

　本市の地方債（借金）の令和３年
度末現在高は、前年度末と比べ、
およそ24億円減少し、937億円と
なっています。
　そのうち、一般会計における地
方債残高は564億円ですが、国か
ら後年度に地方交付税として受け
ることができる額などを除いた、
市独自の財源で返済しなければな

らない、一般会計における地方債

残高の実質的な将来負担額は141

億円で、前年度末と比べ、およそ
5億3,000万円減少しています。
　また、一般会計以外［下水道事
業会計および特別会計（公設地方
卸売市場事業）］の地方債残高は
373億円で、前年度末と比べ、お
よそ17億円減少しています。

率／特別会計などの事業の規模に対する資
金不足額の比率


